
 

 

 

 

 

学校生活を安心して過ごすために 

～ＳＮＳトラブル事例～  

３学期がスタートしました。新年度に向けて落ち着いて学校生活を過ごしてほしいと思っています。

そのためには悩み事やトラブルを抱えている生徒は解決してあげたいと思います。最近スマートフォ

ン等の急速な普及にともない、無料通信アプリや SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）、オ

ンラインゲーム等により、便利になる一方長時間利用による生活習慣の乱れや、不適切な利用により、

トラブル、いじめやプライバシー上の問題等につながるケースが見られます。今回の通信では保護者

の皆様にも最近生徒が使用しているインスタグラムを例にとって起きやすい事例を紹介したいと思

います。また、昨年も載せたものですが裏面に警察庁や文部科学省が出している資料も載せておきま

すので参考にしてください。 

インスタグラムでの例 

中学生もインスタグラムを利用して画像をあげたりメッセージを交換し

たりすることが増えてきました。生徒にとってはＬＩＮＥは仲のいい友だち

とのやり取りで使う。インスタグラムはもっと広い学校の知り合いで使うな

どの使い分けをしているようです。インスタグラムには簡単に様々な人とつ

ながれる特徴があります。ライブ配信をすることができる。チャット機能も

あります。フォロワー数を増やすことで喜びを感じたり、友だち、知り合いを増やしたいと思って使

っているようです。その中で相手とつながるためにＤＭ（ダイレクトメッセージ）といって相手のア

カウントを知るとメッセージを直接送れる機能もあります。インスタグラムで起きやすいトラブルと

して正しい使い方ができない状態では相手を思いやれない発言をすることがあります。自分がだれか

わからない状態で相手に言いたいことを言って誹謗中傷をすることによってトラブルが起きてきま

す。その中で「なりすまし」ということがあります。裏アカ（裏アカウント）といってちゃんと使っ

ているアカウント以外にアカウントを作って別のつながりをしたり、誰かに「なりすまし」たりする

ことがあります。 

 

【なりすましアカウント】によるプライバシーの侵害例 

【なりすましアカウント】とは例えば「じん jin.oshihara」「teacher」など神宮寺先生を想像で

きるアカウントを別な人物が作ることを言います。フォローしてしている人が勘違いして神宮寺先生

が言っていたというように誤解を招くことがあります。悪口や誹謗中傷などを悪意のある内容でなく

ても使用し何かを掲載することで、誤解を招くことがあります。そのようなことで被害を受ける人の

気持ちを考えないで使用することはゆるせることではありません。悪質なものは警察に相談すれば本

人を特定する方法を教えてくれ、その人が罰せられるようになると思います。その前にルールとして

作らないことが大事です。 
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また、子どもには対処方法も教えてあげられるとよいと思います。 

対処方法１：相手をブロックする 

対処方法２：Instagram 社に報告して相手のアカウントを凍結してもらう 

対処方法３：メッセージリクエストを拒否する 

対処方法４：ミュート設定をオンにする 

対処方法５：嫌がらせのコメントを削除する 

対処方法６：自分のアカウントを非公開アカウントにする 

 

また、警察でもインターネットの普及に合わせて法律を厳罰化しています 

侮辱
ぶじょく

罪
ざい

 １年以下の懲役もしくは禁錮または３０万円以下の罰金 

インターネット上に人の悪口や誹謗中傷などを書き込ことは犯罪です。誹謗中傷は、重大 

な人権侵害にあたり、命を落とす事例が相次ぎ、令和４年に厳罰化されました。 

 

名誉棄損
め い よ き そ ん

罪
ざい

 ３年以下の懲役もしくは禁錮または５０万円以下の罰金 

インターネットの掲示板などに、実名を出したり、その人だと特定できるような表現で書 

き込みをしたりすることは犯罪です。 

 

その他警察庁や文部科学省が実際にあった例を紹介しています。 

困ったときの相談窓口を掲載して

おきます。解決できない悩みは相談窓

口に相談してみましょう。 

【民間機関】 

【行政機関】 


